
スターターキットについて 

 有機農業は難しい、収益性が悪い――そんなイメージがあるかもしれません。しかし、現代の有機農業

は技術的にも整備が進み、多くの栽培品目で一般の慣行農業に匹敵する収益性が見込めるようになって

います。 

このスターターキットは、有機農業を始めてみようと考えた方が、無理なく有機の栽培基準(有機 JAS

規格)に適合した管理ができるように設計されています。 

【スターターキットの構成】 

§1 有機 JAS 規格(栽培基準)の概説 

§2 有機 JAS 適合度合い(基準適合性)の自己チェックリスト 

§3 有機 JAS マニュアル(見本) 

§4 記録フォーマット(見本) 
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序：有機農業を始める方々へ 

(1)初めて有機農業を実践しようと思った際には、いきなり大面積でスタートするのではなく、小さな圃

場で緑肥栽培から試してみるのが良いでしょう。いきなり大きな面積に市販の有機質肥料を投入し、販

売用の農産物を栽培するのはリスクが大きく失敗のもとです。まずは、イネ科の緑肥(ソルゴーやエン

麦など)を播種し、穂が出る前にすき込み、その緑肥が土の中で腐熟するのを待ってから、堆肥や有機

肥料を入れて販売用の農産物を栽培しましょう。 

 

(2)ひと口に有機農業といっても、いろいろな栽培理論が存在します。どの農法が自分の田畑や栽培品目

にあっているかを判断するのはかなり難しいと思います。そこで、全国の栽培事例をまとめた資料を紹

介します。以下の一般財団法人・土壌協会の HP に整理されていますのでご一読ください。 

・japan-shttps://japan-soil.net/report/reports.htmloil.net 

 

(3)初めて有機農業を実践するときに、どんな肥料や土壌改良材が有機 JAS 規格で使えるのか？――これ

は判断が非常に困難です。肥料や土壌改良資材の選定に迷ったら、以下のリンクにある 3 つのリスト

から探すと良いでしょう。 

・https://www.maff.go.jp/j/jas/jas_kikaku/yuuki_shizai_risuto.html 
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